報告　ペットコースを振り返る by 櫻井 秀樹






































































































































































     
入学年度 入学者数（うち男子） 就職者数 進学者数 退学者数 
2010（平成 22）年度 4（１） 4 0 0 
2011（平成 23）年度 5（２） 5 0 0 
2012（平成 24）年度 12（１） 8 2 2 
2013（平成 25）年度 7（０） 6 0 1 
2014（平成 26）年度 7（０） 5 0 2 
2015（平成 27）年度 14（４） 7 5 1 
2016（平成 28）年度 3（０）     2 





























































































































































年度 インターンシップ期間 学年 業種 インターンシップ先
9月5～7日 1年生 ペットホテル ドッグスクール　マオ
2月12～18日 1年生 動物病院 なるかわ動物病院
1年生 ペットホテル ドッグスクール　マオ　
1年生 動物病院 河村ペットクリニック
8月2～7日 2年生 動物病院 なるかわ動物病院
9月11～17日 2年生 動物病院 野口動物病院
9月1～10日 1年生 動物病院 ルナ動物病院
9月1～10日 1年生 ペットホテル プーチーズ
9月7～11日 1年生 動物病院 いせしまペットクリニック
3月25～31日 1年生 動物病院 アスカ動物病院
3月16～24日 1年生 ドッグカフェ ドッグカフェサロン　フランヘン
3月11～16日 1年生 動物病院 羽島動物病院
3月7～10日 1年生 ドッグトレーニング ドッグ＆オーナーズスクール　ワンライフ
1年生 動物病院 河村ペットクリニック
9月9～13日 2年生 動物病院 村田動物病院
2年生 ペットショップ （株）動物館アイドル3ペットヴィレッジ・シーパ店
8月30日～9月3日 1年生 動物病院 おかはな動物病院
8月28～31日 1年生 動物病院 いせしまペットクリニック
1年生 ペットショップ ワンラブ　イオンタウン津城山店
2年生 動物園 大内山動物園
2014（平成26）年度 2年生 動物病院 山添動物病院
2年生 動物病院 ユーカリ動物病院
9月8～12日 1年生 動物病院 野口動物病院
8月10～13日 1年生 トリミング ポメラニアン専門犬舎　ミリオンセラーズ
8月10～13日 1年生 トリミング ポメラニアン専門犬舎　ミリオンセラーズ
9月7～11日 1年生 ペットショップ ペットショップCOO&RIKU　津高茶屋店
8月18日～22日 1年生 動物病院 河村ペットクリニック
9月7～11日 1年生 ペットショップ ペットショップ　犬の家
8月17～21日 2年生 ペットショップ ワンラブ イオンタウン桑名西方店
8月 2年生 動物病院 北川動物病院
8月 2年生 動物病院 鈴鹿動物病院
8月17～21日 2年生 動物病院 イズマ動物病院
8月17～21日 2年生 ペットショップ ワンラブ イオンタウン津城山店





3月 1年生 動物病院 アスカ動物病院
3月 1年生 ペットショップ ペットショップCOO&RIKU　四日市店
8月30日～9月3日 2年生 社会福祉法人　朋友（Cotti菜）
9月5～9日 2年生 動物病院 小林動物病院
1年生 水族館 南知多ビーチランド
2016（平成28）年度
2015（平成27）年度
表３．ペットコース学生のインターンシップ先
2011（平成23）年度
2012（平成24）年度
2013（平成25）年度　
80 
 
６．インターンシップ（表３） 
 
本学におけるインターンシップの取り組み 
は、平成 21年度大学改革推進補助金（大学改 
革推進事業）に「大学教育・学生支援推進事業」
（就職支援推進プログラム）として応募し、採
択され補助金の交付を受け、効果的なインター
ンシップのためのキャリア講座の拡充を目指し
て本格的に取り組まれるようになった。 
 学生が希望するインターンシップ先での研修
の実施に向けては、担当職員が学生と事前面談
を重ね、マッチング作業を行い、また、筆者や
山越非常勤講師と情報共有しながらインターン
シップ先が決定される。担当職員は受け入れ先
と交渉を行い、受け入れが了承されると、イン
ターンシップに関する覚書を締結し、詳細につ
いては事前訪問し確認される。また、インター
ンシップ中には教職員が研修先を訪問し、イン
ターンシップ先の責任者との面談により状況確
認を行っている。担当職員の入念な準備のおか
げで、これまで大きなトラブルなどなくインタ
ーンシップが行われている。 
 ペットコースの学生は、動物病院で働きたい、
介助犬訓練士になりたいという明確な目的をも
って入学する者もいるが、このような学生は少
ない。動物が好きで動物に関わる仕事がしたい、
しかし、具体的にどの職業を選べばよいか、自
分が何に向いているのかわからないといった学
生がほとんどであった。また、アルバイトなど
の社会経験が少ない学生も多くみられ、インタ
ーンシップに行きたいが、自信がないので２年
生になったら行きたいと尻込みする学生も多か
った。 
ペットコースは本学の他専攻・コースのよう
に教育実習や保育実習など学外での実習がなく、
時間割も比較的余裕があるため、１年生の夏休
みから積極的にインターンシップに参加するよ
うに指導してきた。まだ自信がないという学生
にも、とにかく１日でいいから見学してきたら
良いといって背中を押した。 
表３にこれまでのインターンシップ先をま
とめた。ある学生は、２年間で４回、全て異な
る内容のインターンシップ先で研修することで
自分の適性を知ることができ、動物病院に就職
した。入学時に動物病院で働きたいと言ってい
た学生は、１年生と２年生の２回のインターン
シップ先の動物病院に就職した。 
動物病院で犬の手術を見学し、気分が悪くな
り、見ていられなかった、自分には動物看護師
は向いてないと分かったといって、進路変更し、
医療事務に就職した学生もいる。インターンシ
ップ期間終了後に、インターンシップ先からア
ルバイトで来てほしいといわれ、卒業までアル
バイトを続けた学生や、２年生後期は授業のな
い平日と土日に自主的に研修を続けて就職につ
なげた学生もいた。行動力があり、主体的学習
意欲のある学生はインターンシップ参加により、
その後スムーズに就職活動を行うことができて
いたと思われる。 
このようにインターンシップが就職活動に
リンクするメリットは大きいが、それだけでな
く、インターンシップに参加した学生はその後、
短大での学習や行事、クラブ・同好会活動など
にも積極的な態度がみられる場合が多く、こう
した学生の成長は、社会に触れ、現場を見てき
たことで、今、短大で学んでいる内容がこの後
どのように活かされるのかを理解できたからで
あろうと考えられた。 
 
７．おわりに 
 
バブル経済期以降、過熱するペットブームの
陰で、全国自治体の動物管理施設では、現在で
も多くの犬猫が殺処分されている。この不条理
な現実が徐々に社会問題として広く認識され始
め、多くの人々に高い関心がもたれるようにな
った。現在では、全国的に犬猫の殺処分０とな
るような動物愛護管理のさまざまな取り組みが
なされるようになり、三重県でも動物愛護管理
をより一層推進するために 2017（平成 29）年
度より三重県動物管理事務所が新築整備された
ところである。 
筆者は、獣医学が専門であり、人と動物が安
全で快適に共生する社会の実現のために、社会
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貢献できる人材を育成するペットコースでの教
育にやりがいを感じている。ペットコースは
2018（平成 29）年度より募集停止となったが、
これまでのペット動物や動物愛護について積み
重ねてきた授業研究や調査の成果は、今後も本
学の学生や地域の方々に伝えていきたい。 
また、課外研修、同好会・ボランティア活動、
公開講座、動物愛護ミニシンポジウム、履修証
明プログラムなどペットコースの取り組み、学
校犬など、今回、報告できなかったことについ
ては、今年度２名のペットコース学生を送り出
したところで、卒業生の進路調査結果を加筆し、
次の機会に報告するつもりである。 
